
　
十
一
月
十
八
日

　
七
時
過
起
床
。
利
根
町
と
連
絡
。
今
日
打
合
せ
と
な
る
も
、
ウ
チ
の
ス
タ

ッ
フ
と
連
絡
取
れ
ず
。
世
田
谷
で
待
つ
。
待
ち
切
れ
ず
、
一
人
で
発
つ
。

　
十
時
半
新
宿
で
渡
辺
、
十
一
時
前
西
日
暮
里
で
野
村
と
落
ち
合
い
、
十
二

時
前
、
取
手
へ
。
利
根
町
佐
藤
さ
ん
と
待
ち
合
わ
せ
、
昼
過
、
利
根
町
農
協

で
利
根
町
長
井
原
正
光
さ
ん
と
会
い
、
共
に
お
に
ぎ
り
の
昼
食
、
井
原
町
長

は
利
根
町
百
人
ス
ク
ー
ル
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
の
で
良
く
知
っ
て
い
る
人
物

だ
。
佐
藤
さ
ん
達
の
前
町
長
リ
コ
ー
ル
運
動
が
功
を
奏
し
て
、
井
原
町
長
登

板
と
な
っ
た
い
き
さ
つ
が
あ
る
。
町
長
と
の
農
協
の
が
ら
ん
と
し
た
テ
ー
ブ

ル
も
無
い
部
屋
で
の
お
に
ぎ
り
の
昼
食
は
大
変
美
味
で
あ
っ
た
。
特
に
大
根

の
煮
込
ん
だ
の
が
う
ま
か
っ
た
。
昼
食
後
、
町
長
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
の

イ
チ
ゴ
栽
培
を
見
て
、
周
辺
の
土
地
見
学
。
そ
の
後
、
役
場
へ
。
五
階
建
の

町
役
場
は
竜
ヶ
崎
市
と
の
市
町
村
合
併
を
数
年
後
に
控
え
て
、
当
然
お
荷
物

に
な
る
。
立
派
で
無
用
の
大
き
な
ロ
ビ
ー
も
あ
っ
て
、
こ
れ
を
高
級
高
齢
者

用
マ
ン
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
利
根
町
農
園
付
で
販
売
し
、
ロ
ビ
ー
を
農
産
物
の

市
場
に
す
る
ア
イ
デ
ア
を
話
し
合
っ
た
。
今
ご
ろ
市
庁
舎
を
建
て
よ
う
と
い

う
馬
鹿
な
地
域
が
あ
る
と
は
思
え
ぬ
が
、
そ
れ
で
も
建
設
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

箱
モ
ノ
を
他
の
農
業
施
設
に
転
用
す
る
方
法
を
考
察
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

野
村
に
そ
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
を
オ
ー
ダ
ー
す
る
。
町
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
次
回
の
　
Ｃ
農
村
研
究
会
で
行
う
予
定
も
作
る
。
学
校
も
二
つ
余
り

始
め
て
い
る
の
で
、
そ
の
転
用
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
十
四
時
町
役

場
を
去
り
、
泉
光
寺
下
の
百
笑
園
を
見
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
作
り
は
渡
辺
に
オ

ー
ダ
ー
。
泉
光
寺
の
小
山
の
デ
ザ
イ
ン
も
話
し
た
。
コ
ウ
モ
ウ
神
社
を
見
る
。

何
度
訪
れ
て
も
、
こ
の
神
社
の
あ
る
た
た
ず
ま
い
と
い
う
か
、
風
景
は
良
い
。

小
さ
な
神
様
が
幾
た
り
か
棲
み
つ
い
て
い
る
感
が
あ
る
。
コ
ウ
モ
ウ
神
社
よ

り
、
奥
宮
ま
で
行
き
、
奥
宮
下
の
角
田
家
へ
。
屋
敷
見
学
。
こ
こ
は
良
い
学

校
に
な
る
。
小
さ
な
市
場
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
矢
尻
塚
を
遠
く
に
見
て
、
石

川
さ
ん
の
ダ
ー
チ
ャ
へ
。
利
根
帳
最
高
の
場
所
で
あ
る
。
幸
い
、
石
川
さ
ん

夫
妻
や
近
所
の
方
々
も
、
今
日
引
越
し
た
ば
か
り
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
一

服
し
て
お
ら
れ
た
。
い
つ
お
目
に
か
か
っ
て
も
、
石
川
さ
ん
は
素
晴
ら
し
い
。

上
品
な
風
格
が
あ
る
。
定
年
ま
で
水
道
局
に
勤
め
上
げ
、
そ
れ
か
ら
丹
念
な

百
姓
仕
事
に
転
生
し
た
人
生
の
見
事
さ
が
、
そ
の
畑
の
隅
々
ま
で
溢
れ
返
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
程
の
菜
園
は
世
界
に
無
い
。
ロ
シ
ア
の
ダ
ー
チ
ャ

な
ん
て
実
に
笑
わ
せ
て
く
れ
る
位
の
も
の
な
の
だ
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
お

茶
を
い
た
だ
き
、
つ
け
も
の
、
黒
豆
の
煮
モ
ノ
、
ブ
ド
ウ
、
ミ
カ
ン
、
他
、

全
て
石
川
さ
ん
の
産
物
を
い
た
だ
く
。
実
に
心
が
和
む
ん
で
あ
る
。
帰
り
に

は
、
沢
山
の
農
産
物
を
、
い
つ
も
通
り
に
い
た
だ
く
。
い
ち
じ
く
、
青
梗
菜

（
青
菜
）
、
カ
ブ
、
白
菜
ツ
ケ
モ
ノ
。
黒
豆
煮
、
丸
大
根
、
柿
、
ミ
カ
ン
　

　
。
運
び
切
れ
ぬ
位
に
い
た
だ
く
。
嬉
し
い
ね
。
本
当
に
。
佐
藤
さ
ん
の
家

に
寄
り
、
い
た
だ
い
た
農
産
物
を
別
け
る
。
終
了
後
、
我
孫
子
真
栄
寺
へ
。

馬
場
昭
道
氏
を
訪
ね
る
。
十
七
時
着
。
連
絡
も
せ
ず
に
行
っ
た
の
だ
が
、
珍

し
く
昭
道
さ
ん
は
寺
に
居
た
。
昨
日
ま
で
京
都
と
の
事
。
十
八
時
に
何
処
か

で
講
演
会
と
の
事
で
、
そ
の
準
備
中
で
あ
っ
た
。
十
七
時
半
真
栄
寺
発
。
十

八
時
我
孫
子
市
白
樺
文
学
館
へ
。
志
賀
直
哉
の
住
居
が
あ
っ
た
手
賀
沼
沿
い

の
場
所
で
あ
る
。
大
事
業
家
が
運
営
と
聞
く
。
副
館
長
渡
辺
貞
夫
さ
ん
と
会

う
。
館
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
く
。
地
下
に
オ
ー
デ
ィ
オ
ル
ー
ム
あ
り
。
立

派
な
モ
ノ
だ
。
日
本
一
の
べ
ー
シ
ー
の
モ
ノ
と
比
べ
る
と
、
大
人
し
い
も
の

だ
。
別
に
私
が
え
ば
る
事
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
十
八
時
三
〇
分
、
昭
道
さ

ん
レ
ク
チ
ャ
ー
。
仲
々
面
白
か
っ
た
。
武
者
小
路
房
子
さ
ん
の
話
し
を
中
心

に
、
彼
の
故
郷
宮
崎
の
「
新
し
き
村
」
に
関
し
て
。
私
と
昭
道
さ
ん
は
彼
に
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よ
れ
ば
二
〇
年
位
前
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
、
私
が
　
Ｃ
農
村
研
究

会
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
も
、
因
縁
だ
な
コ
レ
ワ
。
武
者
小
路
等
、
白

樺
派
の
新
し
き
村
と
、
我
々
の
　
Ｃ
農
村
研
究
と
は
距
離
が
あ
る
の
だ
が
、

似
て
い
な
い
事
は
な
い
の
だ
。
昭
道
氏
レ
ク
チ
ャ
ー
二
十
時
修
了
。
そ
の
後
、

館
の
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
と
会
食
。
二
十
一
時
過
迄
。
二

十
二
時
過
日
暮
里
、
二
十
三
時
半
、
世
田
谷
村
に
戻
る
。
今
日
は
面
白
か
っ

た
。
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